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荒 木 社 長 (前列 中央 )の左右 に今年 入 社 した新 入 社 員 2人

明
治
８
年

（■
８
７
５
年
）
６
月
０
日
に
わ
が
国
で
初
め
て
セ
メ
ン
ト
が
製
造
さ
れ

た
こ
と
に
ち
な
み
、
そ
れ
か
ら
■
０
０
周
年
の
■
９
７
５
年

（階
和
５。
年
）
に
セ
メ
ン

ト
新
聞
社
は
５
月
１９
日
を

「セ
メ
ン
ト
記
念
日
」
と
制
定
し
、
以
来
、
毎
年

「セ
メ
ン

ト
記
念
日
特
集
」
を
発
行
し
て
い
る
。
本
特
集
て
は
、
従
業
員
の
労
働
環
境
改
善
や
健

康
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
働
き
や
す
い
筏
適
な
職
場

を
実
現
し
、
従
業
員
の
定
着
率
向
上
や
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
将

来
を
担
う
人
材
の
安
定
採
用
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
特
長
的
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る

セ
メ
ン
ト

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
連
企
業

・
団
体
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
業
暴
で

働
く
従
業
員
の
会
社
や
仕
事
に
対
す
る
満
足
度
向
上
、
将
来
の
人
材
確
保
等
に
役
立
つ

ヒ
ン
ト
と
す
る
た
め
企
画
じ
た
。

■
訂
ｍ
箇
風
■

５
年

連

続

で

「
健

康

経
営
優
良
法
人
」
認
定

健
診
結
果
把
握
し
改
善

健
康
経
営
に
取
り
組
む
優

良
法
本

を

″
暴
を

，
ナ

す

る
こ
と
で
従
業
員
や
求
職

者
、
関
係
企
業
、
金
融
機
関

オ
を

か

亀

擢

薬
員
の
健
康

管
理
を
経
営
的
な
視
点
で
考

え
、
戦
階
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
法
人
』
と
し
て
社
会
的

に
評
価
旨
著
ワ
響
こ
と
ど

で

き
る
環
境
を
整
傭
す
る
こ
と

を
目
的
」
と
し
て
い
る
。

日
本
健
康
会
譲
は
経
済
界

を
は
じ
め
医
療
関
係
団
体
、

地
方
自
治
体
の
リ
ー
ダ
ー
に

よ

つ
て
・５
年
７
月
に
発
足
。

「少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

展
す
る
日
本
に
お
い
て
、
国

民

一
人
ひ
と
り
の
健
原
寿
命

一準
岬
上
適
正
な
医
療
に
つ
い

て
、
民
間
組
織
が
連
携
し
行

政
の
全
面
的
な
支
援
の
も
と

実
効
的
な
活
動
を
行
う
た
め

に
組
織
さ
れ
た
活
動
体
」

で
、
経
済
産
業
省
が
認
定
法

人
を
発
表
し
て
い
る
。

同
社
は
五
十
嵐
明
前
社
長

の
時
代
か
ら
、
毎
年

「健
康

と
安
全
」
を
社
長
方
針
に
掲

じ
そ
い
る
。　
届
憲
癬
葺
」

に
本
格
的
に
取
り
組
む
き

っ

か
け
と
な

っ
た
の
が
お
約
８

年
前
に

一
人
の
社
員
が
周
気

で
亡
く
な

っ
た
こ
と
で
あ

る
。
健
康
診
断
の
結
果
を
把

２。
年
度
か

と
躊
即に
理

え

て
外
部
の
保
健
師
団
体
と
順

間
契
約
を
締
結
し
、
全
社
員

が
健
診
結
果
を
も
と
に
、
保

健
師
と
■
対
■
で
３。
分
程
度

画
談
し
、
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
な
が
ら
今
後
の
注

意
点

・
改
善
点
、
具
体
的
に

必
要
な
取
り
組
み
を
指
示
す

る
機
会
空
諜
け
ｔ
い
る
。
函

談
後
も
、
健
康
維
持
に
対
応

が
必
要
な
社
員
に
は
電
話
で

継
続
し
て
取
り
組
み
状
況
の

確
認
や
フ
ォ
ロ
ー
ブ
ッ
プ
を

行

っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、

メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
と
し
て
定
期
的
に

ス
ト
レ
ス
テ
ェ
ッ
ク
を
実
施

し
て
い
る
。

２。
年
度
か
笏
ほ

今
ま

で
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク

を
実
施
し
て
い
た
精
神
保
健

福
祉
士
兼
社
会
保
険
労
務
士

と
、
新
た
に
腰
間
軍
爺
中を
結

ん
だ
堡
燿
興
雲
煙
力し
К
情

報
共
有
を
行
い
、

メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
面
の
調
査
結
果
と
健

診
の
結
果
、
社
員
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
結
果
を

〓
万
管
理

し
て
総
合
的
な
対
策
に
つ
な

げ
て
い
る
。

「
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

継
続
し
な
が
ら
、

よ
り
従
業

員
の
健
康
意
識
を
高
め
る
目

的
で
、
対
外
的
に
企
業
が
評

価
さ
れ
る
健
康
経
営
優
良
法

人
認
定
制
度
に
申
し
込
ん

だ
。
５
年
連
続
で
健
康
経
営

優
良
法
人
に
認
定
ざ
れ
た
こ

ン
」
で
、

実
際
に
当
社
の
採
用

面
接
を
受
け
た
方
が
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
事
前
に
認
定
取

握
し
て
い
た
も
の
の
、
疾
属

改
善
に
活
用
し
き
れ
て
い
な

か
っ
た
原
奮
ｒ
ク
ヽ
る
。

そ
の
後
、
総
務
部
か
ら
社

員
に
対
し
て
受
診
勧
装
を
穣

極
的
に
進
め
、
健
康
診
断
の

受
診
率
向
上
に
向
け
た
意
識

の
啓
要
を
図
る
＞
子
に
も
に
、

在

窪

暴

哭

喬

の

た
め
法
律
的
に
は
産
業
医
の

配
置
義
務
は
な
い
も
の
の
、

産
萎
医
的
位
置
づ
け
で
医
師

と
腰
間
契
約
し
、
社
員
の
健

診
結
果
を
き
ち
ん
と
把
握

し
、

一Ｌ
善
が
必
一景
な
場
合
に

は
迅
速
に
対
処
可
能
な
体
制

を
整
え
た
。

そ
れ
以
前
か
ら
、
定
期
的

な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
な
ど
の
感
染
症
対
策
の
実

施
、
毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
の

慣
習
化
な
ど
に
取
り
組
を
で

い
る
。

お
お
む
ね
右
肩
上
が
り
で
推

移
し
て
い
る
。
収
益
面
で

も
、
数
字
と
し
て
健
康
経
営

の
効
果
が
明
確
に
表
丸
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
は
社
員
全

員
の
統

一
目
標
を
定
め
、　
一

丸
レ
昇
ち

て
取
り
組
を
で
い

き
た
い
」
と
す
る
。

健
康
経
営
に
加
え
て
、
福

利
厚
生
面
の
拡
充
の

一
環
と

し
て
、

・５
年
前
か
ら
未
消
化

の
有
給
休
腰
を
積
み
立
て
、

病
気
な
ど
で
長
期
入
院
す
る

券
争
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
長

期
間
体
暇
を
取
得
て
き
る

「
径
別
積
立
年
体
制
度
」
を

焉

セ
Ｋ
い
る
。
ま
た
、
従

業
員
同
士
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
促
進
を
目
的
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
定
期

的
に
２
年
に
■
回
の
社
員
旅

行
を
行

っ
て
き
た
。

一
方
、
同
社
は
長
年
中
途

採
用
で
人
材
を
確
保
し
て
き

た
が
、
今
年
度
は
約
２。
年
ポ

リ
に
新
卒
採
用
で
２
人
が
入

社
し
た
。
荒
木
社
長
は

「当

社
は
ヒ
ト
が
す

べ
て
の
会

社
。
企
華
ど
し
為
霊
（Ｌ

回

け
て
事
業
を
継
続

。
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、
新
た
な
若

手
の
人
材
確
保
が
不
可
欠
。

今
後

、
大
事
に
芭
Ｋ
て
露
刀

化
し
て
い
き
た
い
。

来
年
度

の
新
卒
採
用
に
向
け
た
会
社

説
明
会
も
行
い
、

一
定
数
の

学
生
に
興
味
を
も
っ
て
来
て

い
た
だ
い
た
。
５
年
連
続
で

健
療
経
営
優
良
法
人
に
認
定

さ
れ
た
こ
と
が
強
み
の
ひ
と

つ
に
な
る

と
強
調
す
る
。

そ
の
う
え
て
、

「Ｗ
Ｈ
Ｏ

（世
界
保
健
機
関
）
の
健
康

の
定
書
は
、
健
康
と
は
身
体

的
、
精
神
的
、
社
会
的
に
完

全
に
良
好
な
状
態
て
あ
り
、

単
に
疾
病
の
な
い
状
態
や
病

弱
で
な
い
こ
ン
」
で
は
な
い
、

と
し
て
い
る
。

当
社
０
社
員

の
健
診
緒
果
の
デ
ー
タ
管
理

体
制
を
よ
り
拡
充
し
、
健
康

経
営
の
さ
ら
な
る
推
進
に
加

え
て
、
会
社
の
仕
事
を
通
じ

て
社
員
が
生
き
が
い
を
感

じ
、
幸
福
度
を
高
め
ら
れ
る

環
境
を

つ
く

っ
て
い
き
た

い
」
＞
ｋ

，
後
の
取
り
れ
み
に

強
い
意
欲
を
示
す
。

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
の
■
０

０
％
子
会
社
で
あ
る
新
品
川

商
事

（本
社

・
大
阪
市
、
荒

木
誠

一
社
長
）
は

「お
客
様

第

一
主
義
」
を
モ

ッ
ト
ー

に
、
肇
設
資
材
の
有
力
専
門

商
社
と
し
て
関
西
地
区
を
中

心
に
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。取

り
扱
い
商
品
は
、
売
り

上
げ
構
成
比
の
約
７
割
を
占

め
る
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
メ

ー
ン
に
セ
メ
ン
ト
が
■
割
強

で
、
Ｃ
の
ほ
か
奮
頂
材
粒
“、

固
化
材
、
建
築

・
土
木
材

料
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
工
法
、
舗
装

材
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
、

ジ

ェ
ッ
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。

営
業
拠
点
と
し
て
大
阪
本

社
を
は
じ
め
名
萱
屋
支
店
、

三
重
支
店
、
簿
熊
支
店
の
３

支
唐
に
尾
藉
営
業
所
、
新
宮

営
業
所
、

東
京
営
業
所
、
串

本
事
務
所
、
福
岡
事
務
所
を

配
置
し
て
い
る
。

「２
０
２
０
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い
、
一鐸

飲
の
さ

ア
ル

建
設
の
註
回
中
止
な
ど
が
あ

っ
た
が
、
関
西
地
区
の
建
設

関
連
業
界
全
体
と
し
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
限
定
的

だ

っ
た
。
茎
豊

ｒ
入
を

で
あ

る
大
阪
広
域
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
協
回
組
合
の
出
荷
量
が
堅

調
で
、
生
コ
ン
価
格
の
上
昇

も
寄
与
し
た
こ
と
に
よ
り
、

当
社
の
２．
年
３
月
期
業
績
は

増
収
増
益
と
な

っ
た
。
（
′年

度
も
イ
ン
Ｚ
フ
整
備
″
香
め

た
２５
年
大
阪

・
関
西
万
博
関

連
工
事
が
見
込
ま
れ
、
生
コ

ン
需
要
は
強
含
ち
で
推
移
す

る
と
る
■
お
り
、
指
怪
壻
益

を
計
画
し
て
い
る
」◆
宍
在

長
）
と
強
調
す
る
。

同
社
は
、
長
年
に
わ
た
り

社
員
が
建
躍
К
働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
の
た
め
の

各
種
取
り
組
み
を
推
進
し
て

お
り
、　
居
庭康
経
営
」
の
先

進
企
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

取
り
組
み
の
成
果
が
着
実
に

表
れ
て
お
り
、
従
業
員
の
健

康
増
進
や
働
く
意
欲
の
向
上

が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、

労
働
生
産
性

向
上
や
企
業

イ
メ
ー
ジ
の

ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が

っ
て

い
る
。

ま
た
、
社

本
零
門
に
高
く

評
価
さ
れ
る

日
本
健
展
会

議
が
運
営
す

る

一擢

昼

鱒

属

員

法
人
認

τ
衛
讐
径

に
基
つ
く
認
定
法

人
と
し
て
、
中
小
規
模
法
人

部
門
に
お
い
て
５
年
連
続
て

認
定
さ
れ
て
い
る
。

居
雷
羅
雷
聾
民
法
人
制

度
」
は
、
地
域
の
健
康
課
題

に
即
し
た
取
り
組
み
や
日
本

贋

嘉

毒

穐

矮

進
の
取
り
組
み
を
基
に

「符

に
優
良
な
健
療
経
目
を
実
践

し
て
い
る
大
企
業
や
中
小
企

業
等
の
法
人
を
顕
彰
す
る
制

匡

。

明
治
維
新
後
、
新
政
府
は
富

国
強
兵
を
国
家
目
標
と
し
て
、

近
代
産
業
の
霧
植
、
即
ち
殖
産

興
業
政
策
を
推
進
し
、
国
営
に

よ
る
近
代
工
場
の
建
設
を
進
め

た
。セ

メ
ン
ト
エ
場
建
設
は
、
エ

部
大
輔

，
伊
藤
博
文
に
随
行

し
、

イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
に
お
も

む
き
新
知
識
を
得
て
帰
朝
し
た

科
学
技
術
者
の
字
都
富
三
郎
に

下
命
、
種
第
に
言

手
し
、
明
治

六
年
末

「侵
綿
篤
製
作
所
」
が

完
成
し
た
。
こ
れ
は
近
代
産
業

の
郎
↑
し
て
盲
笞
な
冨
固
襲
糸

工
場
建
設
に
遅
れ
る
こ
と
僅
か

一
を
で
あ

っ
た
。
残
念
４
ぴ
め

こ
れ
は
失
敗
に
終
わ
り
、
宇
部

宮
三
郎
は
新
た
に
英
、
仏
流
の

純
湿
式
焼
成
法
の
工
場
に
改
造

し
、
初
め
聰
不
＜
‐ラ
ン
ド

・

セ
メ
ン
ト
の
生
産
を
開
始
し
た

の
は
明
治
八
年

（
一
八
七
五

年
）
五
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ

る
。ジ

ョ
セ
フ

・
ア
ス
プ
ジ
ン
が

発
明
し
て
か
ら
五
十

一
年
後
、

一
説
に
よ
る
と
ア
メ
リ
カ
の
生

産
開
始
と
奇
し
く
も
同
じ
年
で

輸
出
の
魁
と
な

っ
た

の
で
あ

る
。族

甚

羹

蟹

る
畳

の
発
生
、
宮
営
工
場
の
払
い
下

げ
な
ど
に
よ
り
、
産
業
基
盤
は

確
立
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
章
創
期

の
経
営
者
が
熾
烈
な
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
経
営
理
念
と
し
て
い

製
底

箋

塾

一
鶯

ズ

国
の
泥
上
を
騒
巧
輸
入
を
防
退

し
、
進
ん
で
上
海
、
香
港
等
に

輸
出
し
、
我
が
国
の
泥
上
を
も

っ
て
外
国
の
金
寅
を
輸
入
し
て

国
民
た
る
の
義
務
を
尽
く
し
、

政
府
恩
輿
の
厚
志
に
報
酬
す
る

目
的
と
な
す
べ
し
」
と
娼
え
て

が
、
あ
の
熾
烈
な
る
明
治
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
現
代

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
立
つ
経
営
理

念
を
も

っ
て
、
た
り
ま
ざ
る
技

術
革
新
を
な
し
遂
げ
て
ゆ
け

ば
、
セ
メ
ツ
ト
産
業
は
今
後
も

震

鷺

ｇ

て
留

で
な

う

。こ
の

「セ
メ
ン
ト
百
年
」
に

当
た
り
、
わ
が
国
で
初
つ
Ｋ
セ

メ
ン
ト
生
産
が
行
わ
れ
た
明
治

八
年
二
月
十
九
日
を
改
め
て

「セ
メ
ン
ト
記
念
日
」
と
し
、

二
十

一
世
紀
に
向
か
い
繁
栄
を

勝
ち
取
る
た
め
の
日
と
す
る
こ

と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

（■
９
７
５
年
５
月
１９
日
、

セ
メ
ン
ト
製
造
■
０
０
周
年
に

あ
た

っ
て
の
宣
言
）

あ

っ
た
。
翌
明
治
九
年
に
は
品

川
硝
子
製
造
所
の
完
成
を
み
て

い
る
。

実
に
セ
メ
ン
ト
産
業
は
、
わ

が
国
近
代
産
業
の
先
駆
を
な
し

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
十
五
年

後
に
は
早
ごヽ
も
輸
出
が
開
始
さ

れ
、

当
時
数
少
な
い
工
業
製
品

た
の
を
想
起
す
る
。
浅
野
総

一

郎
は
渋
沢
栄

一
か
ら
紡
績
事
業

を
す
す
め
ら
れ
た
が
、
紡
績
は

輸
入
綿
花
を
原
料
と
す
る
の
に

対
し
て

「内
地
の
石
灰
に
粘
土

＞
」
で
焼
け
る
セ
メ
ン
ト
の
方
が

遥
か
に
国
を
利
す
る
も
の
だ
」

と
し
、
笠
弄
順
八
は
セ
メ
ン
ト

い
る
。

爾
来
百
年
、

幾
多
の
先
人
は

障
代
変
遷
に
よ
く
対
処
し
、
績

極
的
に
技
術
革

新
に
取
り
組

み
、
量
、
質
と
も
に
世
界
の
ト

ッ
プ
に
立
つ
に
至

っ
た
。

経
済
社
会
は
常
に
変
化
を
続

け
、
新
た
な
る
対
応
を
迫
る

経
済
産
業
省
は
３
月
４
日
、

日
本
健
康
会
議
が
運
営
す
る

橿

康
経
営
優
良
法
人
認
定
制

度
」
に
基
づ
く
２
０
２
■
年
度

認
定
法
人
と
し
て
大
規
模
法
人

部
門
ｉ
０
８
■
法
人
、
中
小
規

模
法
人
部
門
７
９
３
４
法
人
が

認
定
さ
丸
た
と
発
表
し
た
。

セ

メ
ン
ト

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
連

て
は
中
小
規
模
法
人
部
門
て
敦

賀
セ
メ
ン
ト

（福
井
県
）
と
新

品
川
商
事

（大
阪
府
）
が
５
年

連
続
で
認
定
さ
れ
た
。
大
規
模

法
人
部
門
の
上
位
５
０
０
法
人

を

「水
ワ
イ
ト
５
０
０
」
、中
小

規
模
法
人
部
門
の
上
位
５
３
６

法
人
を

「フ
ラ
イ
ト
５
０
０
」

´
勇
蟄
た
し
、
セ
メ
ン
ト

・
コ
ン

ク
リ
ー
ト
関
連
て
は
ヤ
マ
コ
ン

（山
形
県
）
が
プ
ラ
イ
ト
５
０

０
と
Ｌ
≧
藍
Ш
さ
丸
た
。

大
規
種
凝
【人
部
門
で
セ
メ
ン

れ
た
。
致
貿
セ
メ
ン
ト
、
新
品

川
商
事
、
ヤ
マ
コ
ン
以
外
の
中

小
企
業
法
人
は
ト

ッ
キ

ュ
ウ

（北
海
道
）
、上
円
商
会

（同
）
、

立
石
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
着
手

県
）
、
阿
部
砂
利
建
設

（宮
城

（
同
）
、
フ
コ
ッ
ク
ス

（
東
京

都
）
、児
玉
コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ
業

（同
）
、山
崎
ヒ

ュ
ー
マ
ン
コ
ン

ク
‐Ｊ
Ｔ
卜

（新
遷
県
）
、日
本
海

コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ
業

（
富
山

県
）
、
日
本
ピ
ー

エ
ス

（
福
井

県
）
、炭
平
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（長
野
県
）
、揖
斐
川
工
業

（岐

阜
県
）
、
太
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（三
重
県
）
、
甲
賀
バ
ラ
ス

（滋

買
県
）
、矢
倉
ヒ

ュ
ー
ム
管
工
業

ズ

阪
府
）
、極
東
興
和

（広
島

県
）
、ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
マ

リ
ン

（福
岡
県
）
、ヤ
マ
ッ
ク
ス

（
同
）
な
ど
が
認
定
を
受
け

た
。

敦
賀
は
５
年
連
続
認
定

セ
メ
・コ
ン
関
連
も
多
数

卜

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
連
は
字

　

県
）
、東
和
砕
石

（同
）
、武
井
正

部
興
産
や
ト
ク
ヤ

マ
、

東
ツ
　

業
所

の
城

県
）
、祥
和
コ
ー
ポ

ー
、
富
士
ピ
ー

・
エ
ス
、
パ
シ
　

レ
ー
シ
ョ
ン

（栃
木
県
）
、藤
坂

フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

、
Ｋ
Ｙ
　
　
（同
）
、秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト

Ｂ
、
極
東
開
発
工
業
が
認
定
さ

　

（埼
玉
県
）
、
東
和
ア
ー
ク
ス

体
と
心
を
総
合
的
に
ケ
ア

収
益
面
で
も
明
確
に
効
果

得
企
業

娑

りる
こ
坐

径

」認

し
て
い
る
事
例
も
多
い
。
今

後
も
採
用
悟
動
の
際
の
Ｐ
Ｒ

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い

き
た
い
ス
品
川
聡
常
務
取
締

役
）
と
語
る
。

同
社
の
鰹
憂
醤
羅
進
の

中
心
的
な
役
割
を
担
う
品
川

蛍
芳
は

、
墓
泉
商
正
会
議
所

が
健
康
経
営
に
取
り
組
む
中

小
企
業
に
対
し
■
、

一聾
樫
畑

出

。
改
善
提
案

・
計
画
策
定

等
の
実
践
支
援
を
担
う
専
門

人
材
を
養
成
す
る

「僅
藤
露
に

営
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ア
ド
バ
イ

ギ

」

駆

厚

遷藤

て
、
２

年
前
に
国
鼻
露
詩

得́
し
ｔ

い
る
。
大
阪
府
内
の
有
資
格

者
は
６。
～
７。
人
ほ
ど
β
デ
⊂
い

え

「
あ
る
保
険
会
社
の
ア
ン

ケ
Ｉ
Ｌ
で
『
「生
畢
ｐ
ら
を
そ

ハ
苓
在
が
社
員
の
健
康
に
気
を

使

っ
て
い
る
と
思
２

瞥

と

い
う
項
目
が
あ
り
、
当
社
の

社
員
は
他
社
と
比
べ
て

『
思

う
」
と
容
え
た
比
率
が
非
常

に
高
か
っ
た
。
当
社
の
健
康

解
皆
べ

の
取
り
組
み
か
き
ち

ん
と
社
員
か
ら
評
価
さ
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
改
め

て
取
り
組
み
の
成
果
を
実
懸

し
た
ス
品
川
常
務
）
と
い

いつ
。荒

木
社
長
は

「■
９
９
８

年
８
月
に
、
小
野
田
セ
メ
ン

ト

（現
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
）

の
特
約
販
売
層
と
し
て
豊
富

な
実
績
を
持
つ
品
川
商
事
か

ら
す
べ
て
の
営
業
権
を
譲
り

受
け
、
新
品
川
商
事
と
し
て

再
出
発
し
て
以
降
、
業
綴
は

セ
メ
ン
ト
記
念
日
宣
言

健康経営優良法人


